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思い出の場所に顕彰碑



　

私
は
読
書
が
好
き
で
、
週
に

一
度
は
市
立
図
書
館
に
行
っ

て
本
を
借
り
て
い
ま
す
。
ピ
ア

ノ
を
習
っ
て
い
る
の
で
、
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
や
シ
ョ
パ
ン
、
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
な
ど
に
興
味
が
あ

り
、
今
は
、
音
楽
家
の
漫
画
伝

記
を
よ
く
読
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、私
は
図
工
が
好
き
で
、

特
に
絵
を
描
く
こ
と
が
得
意
で

す
。
校
内
の
写
生
大
会
で
は
、

小
学
校
前
の
歩
道
橋
の
絵
を
描

き
ま
し
た
。
こ
の
絵
は
と
て
も

好
き
な
の
で
、
今
年
の
「
第
43

回
え
ひ
め
こ
ど
も
美
術
展
」
で

特
選
に
選
ば
れ
て
う
れ
し
く
思

い
ま
し
た
。

　

将
来
の
夢
は
、
キ
ャ
ビ
ン
ア

テ
ン
ダ
ン
ト
に
な
る
こ
と
で

す
。
２
年
生
の
時
、
旅
行
で
初

め
て
乗
っ
た
飛
行
機
で
、
細
か

い
気
配
り
を
し
な
が
ら
働
い
て

い
る
様
子
を
見
て
、
憧
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
夢
を
か
な

え
る
た
め
に
、
今
習
っ
て
い
る

英
語
を
頑
張
っ
て
続
け
、
細
や

か
な
気
配
り
が
で
き
る
よ
う
な

人
に
な
り
た
い
で
す
。

今月の題字作成者
大洲小学校 4年（現：大洲小学校 5年）

　上
かみ

　野
の

　真
ま

　琴
こと

　さん

が ん ば る 大 洲 っ 子

現在の大洲

今 月 の 表 紙C O N T E N T S 　 目 次

2 ページ�� がんばる大洲っ子・今月の表紙

3ページ～�� �（特集）ありがとう　大和の心を忘れない

6 ページ～� おおずニュース

10ページ～� シリーズ

13ページ～� おしらせ

25ページ～�� 図書館・保健センター・

�� � 心と体の健康ガイド

28ページ�� がんばるひと

　　　　　　　（正山星の会）

税　　　別 5月 6月 7月 8月

市 県 民 税 1期 2期

固 定 資 産 税 2期

軽 自 動 車 税 全期

国 民 健 康 保 険 税 1期 2期

市税などの納付は、便利で安心な「口座振替」を。

5 月の納税など　納期限は 5月３１日㈫です。

人の動き（先月比）

人口　　　45,163人　（－ 234 ）
　男　　21,553人　（－ 131 ）
　女　　23,610人　（－ 103 ）
世帯数　20,137世帯（－ 28 ）

交通事故（昨年同期）

　件数　　 44件（   48 件）
　死者　    ₁人（     ₂ 人） 
　負傷者　 60人（   59 人）

（2016年 3 月末現在）

　 3 月24日㈭、中村博
士のノーベル物理学賞
受賞を記念して、三の
丸並木道お殿様公園横
に顕彰碑が設置されま
した。
　顕彰碑は、中村博士
が 3 年間毎日高校に通
った道沿いにあり、バ
レーボールに汗を流し
た大洲高等学校第 2 グ
ラウンドを望む場所に
建てられています。
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（特集）
ありがとう　大

だい
和
わ
の心を忘れない

　

平
成
27
年
度
末
を
も
っ
て
閉
校
と
な
っ

た
大や

ま
と和
小
学
校
で
３
月
27
日
㈰
、
約
１
２

０
人
が
参
加
し
て
閉
校
記
念
式
典
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
谷
本
建け

ん

次じ

校
長
は
、「
大
和
小
学

校
は
保
護
者
と
地
域
の
み
な
さ
ん
に
支
え

ら
れ
て
き
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
先
輩
が

築
い
て
き
た
輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
を
受

け
継
い
で
、
大
き
く
成
長
し
て
く
れ
る
と

信
じ
て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
児

童
あ
い
さ
つ
で
は
全
児
童
58
人
が
、
行
事

の
思
い
出
を
順
番
に
挙
げ
な
が
ら
、
地
域

の
み
な
さ
ん
や
保
護
者
へ
感
謝
の
言
葉
を

元
気
よ
く
発
表
し
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
に
は
、
記
念
碑
の
除
幕
や
、

記
念
写
真
撮
影
な
ど
が
青
空
の
下
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
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地
域
と
歩
ん
だ
１
４
０
年　

伝
統
の
歴
史
に
幕

　

大
和
小
学
校
は
明
治
８
年
（
１
８
７

５
）、
開か

い

盛せ
い

小
学
校
と
し
て
創
立
さ
れ
て

以
来
、
１
４
０
年
と
い
う
歴
史
を
刻
ん

で
き
ま
し
た
。「
強
く　

正
し
く　

や
さ

し
く
」
を
校
訓
と
し
、
児
童
一
人
ひ
と

り
が
自
分
を
「
大
」
き
く
健
や
か
に
伸

ば
し
、学
校
、家
庭
、地
域
が
そ
れ
に「
和
」

し
て
教
育
す
る
と
い
う
校
風
を
受
け
継

ぎ
、
こ
れ
ま
で
に
３
４
２
８
人
の
卒
業

生
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。

　

地
域
と
深
く
結
び
つ
い
た
教
育
の
ひ

と
つ
と
し
て
、大
正
11
年
（
１
９
２
２
）

ご
ろ
、
川
田
時と

き

衛え

さ
ん
に
よ
っ
て
大
和

地
区
で
生
ま
れ
た
「
伊
予
長
浜
豊
年
踊

り
」
の
伝
承
が
あ
り
ま
す
。

　

豊
年
踊
り
は
、
現
在
も
保
存
会
に
よ

っ
て
引
き
継
が
れ
、
大
和
小
学
校
で
は

昭
和
54
年
（
１
９
７
９
）
に
初
め
て
学

芸
会
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
30
年

以
上
に
わ
た
り
、
児
童
た
ち
は
踊
り
の

練
習
に
励
み
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
披
露
し
て
き
ま
し
た
。

　

長
き
に
わ
た
り
地
域
の
み
な
さ
ん
に

見
守
ら
れ
、
そ
の
歴
史
を
閉
じ
る
こ
と

に
な
っ
た
大
和
小
学
校
は
、
長
浜
小
学

校
と
統
合
し
ま
す
。

　

地
域
の
伝
統
を
学
び
、
ふ
る
さ
と
に

誇
り
を
も
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
新
し

い
場
所
で
新
た
な
歴
史
を
刻
み
ま
す
。

大和小学校
校長

谷本　建
けん

次
じ

　さん

大和小学校 5年生

谷口龍
りゅう

之
の

介
すけ

　さん

大和小学校 6年生

矢野　心
み

都
さと

　さん

　一番の思い出は、最後の
運動会の組み体操で、ピラ
ミッドやサボテンなどの技
を全て成功させたことです。
　大和小学校で卒業できな
いのは寂しいですが、長浜
小学校では最高学年になる
ので、低学年の見本となり
たいです。

　伝統と歴史のある学校で、
140年という節目を迎えるこ
とができてうれしい反面、
私の家族も通った学校が無
くなるのは、とても寂しい
です。
　将来は母のように保育士
を目指し、これからも勉強
を頑張りたいです。

　大和小学校には「伝承タイム」という時間があ
り、伝統文化である豊年踊りの継承に取り組むな
ど、地域の教育力を生かす、地域あってこその学
校でありました。
　閉校は非常に残念でなりませんが、子どもたち
の学習環境を整えることを考えれば、よい方向で
はないかと思っています。
　子どもたちは、校歌にあるように、大きな心を
もつことを意味する「大

だい

和
わ

の心」を胸に、大和小
学校で学んだ誇りを忘れず頑張ってほしいです。
また、小学校は変わっても、これからも大和の子
ですので、地域のみなさんには、今までと同じく
温かく見守り、育てていただきたいと思います。
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　大和小学校の閉校にあたっては、地域で何度も
話し合いを重ねてきました。地区運動会や大和太
陽の広場など、小学校を中心に地域活動を続けて
きた大和地区にとって、閉校は苦渋の決断であり
ました。

　しかし、子どもたちが安全で安心して学校に通
えることが、地域とＰＴＡの共通の願いであり、
校舎の耐震性、少子化という課題がある小学校の
閉校は、やむを得ないことだと思います。子ども
たちには、新しい環境のなかで、勉強やスポーツ
に一生懸命励んでほしいと思っています。

　地域で大和の子どもを育てたいという、私たちの
思いは変わっていません。特に、豊年踊りをはじめと
した地域伝統文化行事は、後継者を育てるという意
味でも、続ける必要があると感じています。

　また、現在老朽化している公民館が建て替えと
なれば、新たな地域コミュニティの拠点として期
待できます。これからも自治会、公民館と連携し
ながら、新たな地域づくりを進めていきたいと思
っています。

大和小学校統廃合
準備委員会委員長
大和地区自治会長

叶岡　葊
ひろ

志
し

　さん

「地域全体の願いは、
子どもの安全・安心
を守ること」

流
れ
て
止
ま
ぬ
　
肱
川
の

　
河
口
に
栄は

え
る
　
大
和
小

　
　
わ
が
父ち

ち

母は
は

が
　
き
ず
き
き
た

　
　
　
愛
の
校
舎
で
　
今
日
も
ま
た

　
　
　
　
直
く
明
る
く
　
学
ぼ
う
よ

新
た
な
ス
タ
ー
ト
へ

　

地
域
と
密
着
し
た
教
育
は
、
素
直
で

ま
じ
め
な
心
を
も
っ
た
「
大
和
っ
子
」

を
育
て
て
き
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
は
、

大
和
で
学
ん
だ
教
訓
を
忘
れ
ず
、
こ
れ

か
ら
新
た
な
学
校
生
活
を
始
め
ま
す
。

　

ま
た
、大
和
地
区
住
民
に
お
い
て
は
、

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
っ
た
小
学
校
の

跡
地
を
核
と
し
た
、
新
た
な
地
域
づ
く

り
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
と
誇
り
を
胸

に
、
新
し
い
大
和
の
歴
史
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
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